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演劇 ､ 映画 ､ 音楽のコ ラボ レ - シ ヨ

禽 鰯
人業窪誕生以来行われてきた神様 と人間界代表様 による定例会議､

そ の 第5 9 8 万7 4 2 1 回目が､ こ こイ山台 の ニ ル ･ パーク､ ス タジ オ

ホ ー

ル に て行われ る ｡

気 に なる今年の議題は､ ｢ 子供 の ころ の 夢 とそ の 理由｣ ｡

神様 の 下 ､ 名前を持たない 二 人の 使い と､ 人類の 代表 に選ば れた

皆様 によっ て会議 は進ん で い く｡ 使い 達は ､ 実際に 皆様に香い て

い ただいた ｢ 夢｣ をミ ラ クル ☆ ボ ッ クス か ら取り出 し､ 進行 して

い くが､ 会 誌が進 む に つ れ､ 使 い の一人 に疑問がわ く｡

｢私 たち に は 名前も な ければ夢もない ｡ ｣

何 もない こ とに嫌気が差 した使 いは､ 人 々の 子供の頃の夢､ 果た

せ な か っ た 夢の一つ を ミ ラ クル ☆ボ ッ クス か ら掴み 出 し､ そ の 夢

に生きる こ とを選択する ｡

夢 に ､ 自由に 生きる とは ､ ま たそ の 時 に生ま れる 個人 と集団の

問題 ｡

物 語は 二 人の 使い と神様､ そ して 会場の皆様 とが絡 み合い ､

進 ん で い く｡

禽廟頭聾謬㊥ 鮒
どうも . - ′ - ☆ ★

劇団 ミラ ･ ビバ!!代表の 村岡哲 至で す ｡ ビラ を手 に と っ て 漠き､

ありがとうござい ま す!

今回 の公演 は ､ 劇 団ミ ラ ･ ビバ = こ とっ て旗揚げ公演 に な りま す｡

私 は ､ 今 まで バ ン ドな どの 音楽活動を続 け て きま した が､ 大学

3 年生 の 時､ 衝動 的に演劇 に出会 い ま した ｡ そ れ 以来､ 演劇 の 虜

にな っ て し ま い ､ 大 学院で も演劇 を研究 して い ま す｡

そ して 今 ､
これ ま で の音楽 と演劇が僕 の中で

一

つ に な り､ 勢い

ミ ュ
ー ジ カル劇団を立ち上げて しま っ た 次第です｡

そ ん なこ ん な で活動を始 めた私たち劇団ミ ラ ･ ビバ = ま､

楽 しく､ 明る く､ そ して 舞台表現ならで は の 奇跡的な ｢一体感｣

ある 舞台 ､ そ の 実現を目指 し日夜活動を続け て い ます｡

歌 あり､ 踊 りあり､ 生バ ン ドあり､ 入場料あり｡

そ ん な一味逢う舞台で ､ 皆様 に魅惑の ひ と時を お 約束 しま す ｡

皆様お 誘い 合わせ の 上ご乗場 くだ さい ま せ ｡

禽専 翻 ㊥園摩轡謬
作 ･ 演出

村岡哲至

出…寅者

村岡哲至 / か すみん / リ ン/

コ
ー

ラス

ブ ラ ･ ヴォ ー カル!!

y A S ☆ / お- ちや ん/ りよ うへ い / よんよん/ くりい むキャ ッ ト/
こ のみ ん/ ナ ツ/ しの ぶ/ さき/

バン ド

ミラ ･ ビバ ンドJタ

スタ ツ フ

演 出助手 : ビガ刺 / 舞台監督 : 南山南之介/ 音楽 : か すみ ん /

音響 : 本儀拓/ 照明 : 佐 々木卓頁( 東北大学学友会演劇部) /

小道具 : 桜 井成美/ 制作 : す じえ ､ 三 浦達尋､ ガン ビ､ 西 岡拘∃/

映像 : 佐藤雅俊 ､ ホ ス テ イ
- / 宣伝 美術 : f e b b y /

仙台市役所

1 4 1 ピル

(≡越定禅寺通 り館)

宮城県庁

勾当台公園




